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障害者のスポーツに関する実態調査
束京都吃炒の島総合体育館 佐藤鉄太郎
l 調査の目的
本調査は束京都各区市町村の全教育委貝会体育
主管課を対象に、都内における悴’占者のスボーツ
に脚する実態及び問題点を深り、今後の施策推進
の百料を得ようとする姦．図で行った。
2 調査内容
今回の涸任では煎害者のスポーツ活動の所符、
施設の整備状況・防害者を対象としたili菜の実施
の有無及び内容 ・ 防害者のスポーツ活動を投助す
るうえでの問頌点と第一に行うぺき施策、史に即
占者のスポーツ活動の内容及び要求について調査
を行った。
3 調査対象
東京都 2 3 区 2 6 市 7町 8 村教育委貝会体育E
管課
4 調査票の回収率
今固の調査は采京 2 3 区 2 6 市 7 町 8村令教育
委貝会に誠査票を郵送し、淵且サンプルit6 4 教
育委員会である。
有効l[」収数は区部 l 7 (7 3.9 %）、 rI5部 l 7 
(65.4") 、町村部7 (4 6. 7 ~)計 4 1 教育
委員会であり回収率は 6 4.1 ％であった。
5 調査実施時期
丸山正広
明臼でない場合の関連行政蔀課名
巴部 市部 町村部
l教育委貝会 I 
2．福 祉 部 4 5 
3．な し 2 I 3 
4．教糾育委祉は会＋部 6 4 
違競磁証 1 
6．総 拐 課 I 
7．福住祉民課＋課 ! 
計 I 2 1 2 5 
巨
(1) 整備状況
区部 df 部 町村部
1．烙備されている
2. 一され部て整い備る 7(411) 6(35.3) I(11.3) 
3•繁い備なされてし‘ 10(58.8) 11(64 7) 6(857) 
計 17000) 17(100) 7(100) 
全都
l 
, 
6 
l 0 
1 
j 
J 
29 
全都
14(34.1) 
27(659) 
41(100) 昭和 5 2 年 1 2 月 1n ・・・・・・謁牡棠発送
昭和 5 3 年 1 月 1 1 l I•••…凋査票回収 整備されている施設 表ー 4 （佑）
6 調査結果
巨
区部 市部 町村部 全都
1専用駐申場
2．スロープ 6(35.3) 6(35.3) l(H.3) 13(3 I.7) 
区部 市部 町村部 全都
1．教育委且会 3(17.6) 3(176) 2(2 8.6) 8(195) 
3．エレペーター 2 (Il.8) 2(4.9) 
4.i沼苫者Hi トイレ 6(35.3) 5(29.4) 1 1 (26.8) 
5．盲人月］チャイム
2．福 祉 部 2(11.8) 2(4.9 ) 6点字プロック I (5.9) I(2.4) 
3．な し 2(I 1.8) 2(49) 7専用更杖室 I (59) l (2.4) 
4．明白でない 12(70.6) 12(7o.6) 5(71.1) 29(70.7) 8.,'g 用山人 rl I (5.9) l (2.4) 
i f 17(100) 17(100) 7(100) 41(100) 9. n こ I7 n""'I 7 n= 7 n= -It 
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(2) 利In状況 火施！l｝菜の内容 ｻ. 9 
区部 ,fj 部 町村部 令都 区蔀 1行蔀 町村部 全都
1 よく利用され I (14.3) I(7.1) ·ている
2 和J}Il されて I (I67) I (7.1) •しヽ る
3時々利用され 3(42.9) 3(500) 6 (f 2.9) •ている
利 ITj されて 3(42.9) 2(33.3) 1 (100) 6( ◄ 2.9） 4．いない
: | 7 (100) 6(JOO) I (I00) 14(100) 
1 会防ズ，収炉児）ツ＇名大姻会h I 2 3 
2 ・心ス身ポ即ーツ炒教0屯名 I I 
3 隣古者ゲート I I ポール教宅
4 心身閃？：名 2 2 ・水泳教室
5 防w •名 l1 年 I I 学級
6 心身閃ソ古怠者哨音スボー· l I 
(8) 盤佃計画
7 巾いすパス切ト
ポ ー ル K 会 I I 
区部 巾部 町村部 ↑部
8 レクリエ→つン
入会 I I 
lit両している 6(35.3) H 235) JO(24 4) 身閃者の9. トリム体授 l I 
2．計両していrふ＇ l l(6 4 7)13(765) 7(100) 31(756) 
計 17(100) 17(100) 7(100) ~1(100) 
整備計両のある施設 及 7
lO 地rti民プとル 2 2 開放(-籾f敬）
11区民運動会 I I 
区部 巾部 町村部 令部
1専用駐巾場 2 2 (2) 将来計II屠
2．スロ ー プ 6 4 I 0 区部 巾部 町村部 全都
3．エレペークー 2 2 i l．計画している I(59) 6(35.3) 7(171) 
4.~lf.~名HI トイレ 5 3 8 
5．盲人月］チャイム I 1 
計訓して 16(94 J) 10(588) 6(857) 32(780) 2 ・いなし‘
6点字プロック I I I 3．無 解 , CJ I(59) I (143) 2(19) 
7が用史衣室 I I Jト 17(100) 17(100) 7(100) 41(100) 
8ぷi 球 室 I I /; I Lilii•"菜の内容 火ー 11
9．ナ—ル勁児波m 2 2 
区部 市部 町村部 全都
口 1 閃古（児）者'スポーツ人会 I I 
(1) 翫I}者対象iJJ業の実施の有無 2 ・心ス身ポ如ーツ詢教室者 I I 
区部 IIi 蔀 町村部 令部 閃 1』’者3 ・スポーツ教室 2 2 
1. 過し去に実施た I(59) 2(I 1.8) 3(73) 阿ど打ゲート4 ・ポール教室 I I 
2 以｛£実施して
•いる 2(l 1.8) 7(41.2) 9(22.0) ,1Iいすベス乞ト5 ・ポール大会 I I 
実施なして3 •しヽ し‘ 14(823) 8(470) 7(100) 29(7 0.7) 6 レクリエ→ヶン・大 会 I I 
計 17(10) 17(100) 7(100) 41(100) 7 市民プール・無料解放 I I 
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I スポーツ活動の内容 1 1 活動を援助するうえで行うべき点 1
区部 市部 町村部 全都 区部 市部 町村部 全都
1．歩走技群 2 3 5 
2跳 技 群 l 1 
1 施設の整備 I 2 , 2 I ・・ 改善
3．投 技 群 l l 2 
2指導者の確保
・ ・ 菱成 8 6 1 I 5 
4卓 球 2 l 3 
5，弓 技 2 2 
3 障甚者の実態 4 5 , 芦・惹硝
6車いす競技群 2 2 
4 機会の提供
・（ス怜ツ教室等） l 3 4 
7 ・卓パスケッいトボ→すレ 2 2 4 
8重 g 挙
5予”の確保 2 I 3 ・ ・ 充実
9水泳技群 6 6 6 障害者の自主・グループ育成 l l 2 
10閏害者迎動会 1 I 2 
1涅f 球 2 2 
7関連行政との J l 2 連携
12パドミントン I 1 8.P. R. 活動 2 2 
13.レクリエーション I I 
14. トランポリン I l 
，機安全性と愉送 I 2 3 関の確保
15.トリム体採 I I lO の煎理苫解者スをボ架ーめツる 1 l 
16ハイキング I I 11医師の確保 1 I 
I スポーツ要求の内容 I
区部 市部 町村部 全都
12. メチ ディカル I I ェック媛実
1水 泳 2 4 6 13.大.会等の共催後援 I I 
2魯且應屠窟 4 1 5 
野 ト球ボ ・ J 3 4 3.‘ノフ ール 1~輯鳳棗 l I 
卓ノ℃ケッい す4. トボール 3 3 1 5.援（人臥的態勢・ 物の内面）'J. I I 
5．卓 球 l 1 2 
6予口の増額 l I 2 
16綿密な計画 J I 
7．パドミントン I I 17 ・参ム加しやすいードづくり I I 
8．サイクリング I l 
9．軽スポーツ I 1 
l 粁応雌害を者考の幻厄生 1 I 
10．レクリエーション 2 2 19導有効機器入の l I 
11．っ り I J 
12補助金の充実 l I 
20: 地を 域の特性 1 I 考紐する
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7 考察
所管においては、区市町村とも 7 0 パーセント
以上が明臼でない。しかし、関迎行政は教育委貝
会か福祉部が大部分である。
施設は、完全に整備されているところはなく、
全都で 6 5. 9 バーセントが整備されていない。一
部整備されている施設はスロープ ・ 閃害者用トイ
レが多い。しかし、専用駐車場はゼロである。ま
た、一部整備されている施設も利用されているも
のは少なく、時々利用されるか、またはほとんど
利用されていない状態である。今後、施設整備を
区部3 5. 3 バーセント ・ 市部 2 3.5パーセントが
計画しているが、 内容はやはり、スロープ ・ 「釈！
者用トイレが多い。
時苫者を対象としたF業は、市部では過去 ・ 現
在で 5 3 バーセントが実施しているが、区部では
8 2.3 バーセント • 町村部では 1 0 0 パーセント
が実施していない。将来の＇F業計画でも市部で
3 5.3 バーセント・区部で 5. 9 バーセントが計画
しているだけである。
スボーツ活動の内容は、水泳 ・ 車いすパスケッ
トポール等が多く、節害者の要求は、水泳、施設
の確保 ・ 提供等が多い。
障害者のスポーツ活動を援助するうえで行うペ
き点としては、施設の整錨 ・ 改善、指導者の確保
・養成、節’¥者の実態把握等の、ほ兄が多い。
以上の調査結果より、悶占者のスポーツ活動を
援助するうえで、施設を整備 ・ 改善すぺきである
ことは己うまでもないが、特に、車いす利用者の
交通手段は自動車である点を考慮し、駐卓場をま
ず第一に整備すぺきである。
また、施設の利用状況からも明らかなように、
施設が整伽されているところでは障害者が団体の
みならず個人でも利用できるような機会を設ける
ことも必要である。
8 まとめ
当面の課題としては、地域の障害者の実態を早
急に把蛭し、 今後の施策を考えるべきであるとと
もに、関連行政 ・ 機関との迎絡を密にし、障害者
のスポーツ活動を援助すぺきである。
追記
今回の調査結果は、各区市町村と もはっきり仰
害者の実態が把握できておらず、解答者自身の兄
解が含まれている点がある。
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